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と解すことができるわけであり，少なくも放射性同位元

素が医学に利用されはじめた当初にはそうであった．し

かし，その応川範囲が広がり利用度が普及したノト日では，

核医学をもっと狭い意義に解釈するのが便利かも知れな

い．元素それ白体の代謝1：の特性よりも，放射エネルギ

ー をより多く利用しようとする立場をとる，治療，診断

に関する部面，さらに，それに用いる新しい核種の開発，

機械の発展などをふくめて，「狭義の核医学」とよぶこ

とも便利かも知れない．

　一一般に「核医学」とよばれる概念には，むしろ放射性

同位元素の利用面のみが強調されている．一応はその線

でよいと考えるが，生体の傷害作用の面にもト分な1旺’憶

が必要と考える，微口でも放射性同位元．4：の体内応用が

まったく生体に無害であると結論することには慎亜でな

ければならないからである．例としては適当ではないが，

過去におけるトロトラストの盲口的，あるいは無知の乱

用の悲惨な結果を今n体験させられているからである．

　「核医学」の特異な性格は，放射性同位元素を川いる

ということに関辿して，安全な施設の完備，取扱う人達

の訓練など，附随的な必要条件が満たされなければなら

ない．また，核医学の発展には，常にネl」巧な計測器の進

歩と新たなる核種および標識化合物の開発とに負うとこ

ろが大であって，むしろ医学以外の科学技術の進歩，発

達に依存することが人きいと申せる．

放射線医学における核医学のあり方

寛　　　弘　毅
（千云大学放射線科）

　核医学の定義

　核医学とはNuclear　medicineの訳であり，ラジオアイ

ソトープを応用する医学であるという意味であろう．歴

史的にはHevesyが鉛のアイソトープを生物k験に川い

たことに始まるがDr．　BrucerによればHevesyはいわ

ばttthe　father　of　Nuclear　Medicine”であり，　Blumgart

がt’father　of　Nuclear　Medicine”であろうという．すな

わちHeyesyはアイソトープの技術を種々の問題に利川

したが，その一部が医学に関係したものでありBlumgart

は医学上の門己を解くのにしばしばアイソトープの技術

を用いたのだといえる．

　定義としてはまだはっきりきまったものはないが，Dr．

Brucerは核医学とは疾病の診断や治療にさいし，いく

つかの専門分野が重なり合った領域で，とくにラジオア

イソトープの利用を強調する学問であるといっている．

すなわちアイソトープを医学的な問題に用いることが核

医学の分野を形成する．この場合アイソトープは通常放

射性ではあるが，必ずしもそうでなくてもよいし，医学

とは臨床医学だけには限らない．例をあげて考察してみ

よう．核医学といわれる分野の中で，たとえばスキャニ

ング，臓器摂取8く測定，循環時間の測定など放射線測定

が主で，生物学が従であるような’t外部測定”には，放

射線物理学が関連している．また巾間代謝，differential

absorption　ratioなど化学が主で放射線測定が従である

ような¶吃内部使川”の場合には，生物化学の分野が含ま

れている．すなわち核医学ではアイソトーブの利川が主

ではあるが，境界領域の分野として前者では放射線物理

学が，後者では生物化学の分野が加わっている．

　オートラジオグラフィーをとりあげてみると，cell

loca］izationは病理解剖の分野に重きをおく傾向はある

が，それに独占的なものでもない．blood　volumeでは

fluid　replacementは外科の分野に重点はあるが，それ

のみに属するものでない、brain　tumor　diagnosisでは

brain　localizationはneurologyに属するとはいうものの

それだけには限らない．diarrheasではfat　absorption

はgastroenterologyの分野に属する傾向はあるが必ず

しもそうとばかりはいえない，renographyにおいては

kidney　functionはurologyに属するものともいえるが，

それに独占的なものでもない．thyroid　therapyでは

endocrine　balanceはendocrinologyのものともいえる

が，そればかりのものでもない．すなわち核医学は一つ

の専門分野だけでなく，いくつかの重なった領域にまた

がった学問といえる．

　スキャニングを例にとれば，スキャニングの臨床の基

礎になる技術やアイソトープの開発，臨床データと技術

との関係，スキャンによる検査や診断を対象としたもの

はいずれも核医学的なものと考えてよい．

　また考えようによっては核医学とはこのようなもので

あるというよりも，このようなものではないといった方

がわかりよいかも知れぬ．トレーサー技術を用いても核
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パネルII　，核医学のあり方

医学というよりは他の分野に属すると考えたほうがよい

場合もある．たとえば1’icのラベルにより癌サイクルの

丘雑な配列の過程を追うことは生化学であり，専門の生

化学者によって行なわれるので主として生化学に属する

ことといいたい．nuclear　radiation　safetyの仕事も

核医学ではない．これは職業医学ともいう分野で．health

physicistの仕封である．
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同様に細菌にラベルして研究することも，コリメータを

作ることも，60Co遠隔照対，　Ra，6DCoなどの密封小線

源による放射線治療等，いずれも核医学とはいいがたい．

ただ大切なことは多かれ少なかれこれらの・部も核医学

に含まれていることである．

　結局核医学とは，その取扱う対象がRIの利用という

ことを強調しているような診療部門をいうのである，

内科学における核医学の考え方

脇坂　行　一
（京都大学内科）

　内科の領域においても放射性同位元素（RI）は研究

に，あるいは診療に重要な役割を果しつつある．私は核

医学を広い忌味に解し，RIおよび核反応の医学的応川

を対象とする学門と解したい、この意味からすればRI

による外部照射あるいは，内部照射による放射線治療も

核医学の川に含めてもよいと思うが，外部照射の方は放

射線治療学において主として取り扱われている．内科学

領域でRIが研究あるいは診療に利用されるのは次のよ

うな場合である．

）1

）2

）3

）4

Isotope　dilutionの原理を応用するもの：体構成成分，

全身水分量，交換可能性ナトリウム，カリウム，

chloride　space，111液量，血漿量，ホルモン分泌量，

hormone　spaceなどの測定．

拡散および流量を測定するもの：心搏出量，細胞膜

透過性，吸牧，脳，冠動脈，腎，肝血流亭等の測定，

各種臓器および全身のscanning．

代謝の研究またはその応川による診断：アミノ酸，

蛋白，糖質，脂質，無機物，ホルモン，ビタミン薬

物の代謝，細胞回転（3H－thymidine，3H－uridineな

ど）．

RIによる治療：1311による甲状腺機能冗進症，甲状

腺疽，心疾患，32Pによる真性多血症，198AuコPイ

ド，コロイド状燐酸クローム，90Yコロイドによる

悪性腫瘍の治療など．

　こられの叩には主として研究の目的のためにRIが使

川されているものもあるが，中には既にEI常の検査方法

あるいは治療方法として疾病の診断あるいは治療に川い

られているものも少なくない．たとえば13ユ1，1321，1251

による／lP々の甲状腺機能検査C311－uptake　test，　resirl

T3　uptake　test〔Triororb　test〕），］3il－triolein吸牧試験，

11111－oleic　acid吸収試5灸，1‘3ユ1－human　serum　albuminあ

るいは1311－polyvinylpyroridoneによる消化管よりの蛋白

喪失の診断，51Cr・赤1血球による消化管よりの出血の診断

ユ311．human　serum　albuminによる血漿1量，　slCrによる

赤lill．球量の測定，　i3il－rose　bengalによる肝機能検査，

199・　Auによる肝10L流量の測定，　s9・　Feによる鉄吸牧および

鉄代謝の検査，51Crによる赤血球，栓球の寿命測定，　DF－

32Pによる赤血球，白血球，栓球の寿命測定，3H・thymi－

dineによる細胞回転の検査，6DCo，　s7Co－Bユ2による悪性

貧血の診断，ユ311－hipPuranによるrenogram，腎血流量

の検査，20　・a　Hg，197Hg・neohydrinによる腎機能検査，

1・3iI・human　serum　albuminによる心送血量，冠血流量，

心内外シャントの測定，8sKr，133Xe，　i311－antipyrine，

ユ311－hipPurateなどによる脳循環の測定，ユ33Xe，ユ3il－ma－

croaggregated　human　serum　albuminによる肺機能，

肺循環の測定，45Ca，85Srによる骨疾患の診断などが行

なわれうるようになった．また近年RIの測定法の進歩，

ユ4C，3H標識化合物の導入により，ステロイドホルモン

の分泌量の測定，代射経路の研究，ホルモン結合蛋白の

測定等も臨床的に行ないうるようになった．さらに甲状

腺，脳，肺，心，肝，脾，膵，腎，胎盤等のscanningに

よりこれら臓器の位置，形態，大きさ，腫瘍，機能等を

診断しうる．13ilによる甲状腺機能冗進症の治療も広く

行なわれている．

　このようにRIは内科領域においてもあらゆる分野に

おいてきわめて広い利用価値をもっており，将来その利

川はますます盛んになることが予想される，この場合，

RIの利用を更に発展させるために正虫なことは次の諸
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